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令

和

4

年

12

月

に

策

定

さ

れ

た

「

国

家

防

衛

戦

略

」

で

は

、

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

す

る

7

つ

の

機

能

・

能

力

の

一

つ

と

し

て

、

「

指

揮

統

制

・

情

報

関

連

機

能

」

が

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

機

能

の

強

化

は

、

戦

闘

様

相

が

一

層

迅

速

化

・

複

雑

化

す

る

中

で

、

相

手

方

よ

り

も

迅

速

か

つ

的

確

な

意

思

決

定

を

行

い

、

意

思

決

定

の

優

越

を

確

保

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

特

に

、

A

I

の

導

入

、

リ

ア

ル

タ

イ

ム

性

・

抗

た

ん

性

・

柔

軟

性

を

備

え

た

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

な

ど

を

通

じ

て

、

現

代

の

複

雑

な

安

全

保

障

環

境

に

対

応

す

る

こ

と

が

重

視

さ

れ

て

い

る

。

ま

ず

、

指

揮

統

制

機

能

の

強

化

に

向

け

て

は

、

共

通

基

盤

と

し

て

の

ク

ラ

ウ

ド

の

整

備

、

中

央

指

揮

シ

ス

テ

ム

の

換

装

、

防

衛

情

報

通

信

基

盤

（

D

I

I

）

の

強

化

な

ど

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

各

自

衛

隊

や

関

係

機

関

の

間

で

必

要

な

情

報

を

迅

速

に

共

有

し

、

統

合

的

な

運

用

を

支

え

る

基

盤

の

整

備

が

図

ら

れ

る

。

ま

た

、

陸

上

自

衛

隊

で

は

自

律

的

な

作

戦

遂

行

能

力

を

高

め

る

将

来

指

揮

統

制

シ

ス

テ

ム

の

整

備

、

海

上

自

衛

隊

で

は

意

思

決

定

サ

イ

ク

ル

の

高

速

化

を

目

的

と

し

た

指

揮

統

制

シ

ス

テ

ム

の

換

装

、

航

空

自

衛

隊

で

は

指

揮

統

制

機

能

の

抗

た

ん

性

を

強

化

す

る

た

め

の

自

動

警

戒

管

制

シ

ス

テ

ム

（

J

A

D

G

E

）

の

換

装

が

計

画

さ

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

宇

宙

関

連

装

備

品

の

運

用

を

一

元

的

に

指

揮

統

制

す

る

宇

宙

作

戦

指

揮

統

制

シ

ス

テ

ム

の

整

備

や

、

衛

星

利

用

の

抗

た

ん

性

強

化

も

進

め

ら

れ

て

い

る

。

次

に

、

情

報

収

集

・

分

析

機

能

の

強

化

に

つ

い

て

は

、

情

報

本

部

を

中

心

に

、

電

波

情

報

、

画

像

情

報

、

人

的

情

報

、

公

刊

情

報

な

ど

の

収

集

・

分

析

能

力

を

高

め

る

と

と

も

に

、

地

理

空

間

情

報

の

活

用

を

含

む

統

合

的

な

分

析

能

力

の

向

上

が

図

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

我

が

国

周

辺

に

お

け

る

軍

事

動

向

や

各

国

の

動

向

を

常

時

継

続

的

か

つ

正

確

に

把

握

し

、

政

策

判

断

や

部

隊

運

用

に

必

要

な

情

報

を

迅

速

に

提

供

す

る

体

制

の

強

化

が

目

指

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

情

報

収

集

衛

星

や

民

間

衛

星

の

活

用

、

防

衛

駐

在

官

制

度

の

充

実

、

国

内

関

係

機

関

と

の

連

携

、

同

盟

国

・

同

志

国

と

の

情

報

共

有

や

共

同

訓

練

な

ど

を

通

じ

て

、

情

報

収

集

・

分

析

体

制

の

多

層

化

も

進

め

ら

れ

て

い

る

。特

に

近

年

は

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

な

ど

を

通

じ

て

、

認

知

領

域

を

含

む

情

報

戦

へ

の

対

応

の

重

要

性

が

一

層

高

ま

っ

て

い

る

。

偽

情

報

や

戦

略

的

な

情

報

発

信

に

よ

っ

て

他

国

の

世

論

や

意

思

決

定

に

影

響

を

及

ぼ

す

試

み

が

行

わ

れ

る

中

、

我

が

国

と

し

て

も

、

情

報

の

真

偽

や

意

図

を

見

極

め

、

必

要

な

対

処

を

行

う

能

力

を

強

化

す

る

必

要

が

あ

る

。

そ

の

た

め

、

諸

外

国

の

動

向

を

常

時

継

続

的

に

収

集

・

分

析

す

る

能

力

の

確

保

、

プ

ロ

パ

ガ

ン

ダ

や

偽

情

報

の

検

知

、

フ

ァ

ク

ト

チ

ェ

ッ

ク

、

戦

略

的

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

、

情

報

発

信

基

盤

の

維

持

、

情

報

保

全

な

ど

が

重

要

な

取

組

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

令

和

8

年

度

の

防

衛

省

予

算

で

は

、

A

I

を

活

用

し

た

公

開

情

報

・

S

N

S

情

報

の

自

動

収

集

・

分

析

機

能

の

整

備

や

、

情

報

見

積

り

に

関

す

る

将

来

予

測

サ

ー

ビ

ス

等

の

活

用

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

は

、

認

知

領

域

を

含

む

情

報

戦

へ

の

対

応

能

力

を

高

め

る

た

め

の

具

体

的

な

取

組

と

い

え

る

。

も

っ

と

も

、

こ

の

分

野

へ

の

対

応

は

防

衛

省

・

自

衛

隊

だ

け

で

完

結

す

る

も

の

で

は

な

く

、

政

府

全

体

と

し

て

の

連

携

や

、

社

会

全

体

の

情

報

リ

テ

ラ

シ

ー

向

上

も

重

要

で

あ

る

。

以

上

の

と

お

り

、

指

揮

統

制

・

情

報

関

連

機

能

は

、

現

代

の

安

全

保

障

環

境

に

お

い

て

防

衛

力

の

実

効

性

を

左

右

す

る

重

要

な

基

盤

で

あ

る

。

今

後

も

、

関

連

す

る

制

度

整

備

、

装

備

品

の

導

入

、

A

I

や

衛

星

な

ど

の

先

端

技

術

の

活

用

、

情

報

戦

へ

の

対

応

態

勢

の

強

化

に

つ

い

て

、

継

続

的

に

関

心

を

持

ち

、

そ

の

動

向

を

注

視

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

指

揮

統

制

・

情

報

関

連

機

能

～

現

代

戦

に

お

け

る

意

思

決

定

優

越

の

確

保

に

向

け

て

～

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

鬼

頭

健

司

（

元

第

６

師

団

長

）

防衛サロン

東

京

都

防

衛

協

会

は

、

7

月

14

日

、

各

市

区

町

会

長

を

含

め

事

務

局

長

等

28

名

、

藤

田

常

任

理

事

、

渡

邊

顧

問

、

谷

口

参

与

等

の

参

加

を

得

て

、

事

務

局

長

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

最

初

に

中

村

よ

り

新

任

事

務

局

長

の

挨

拶

を

し

た

後

、

各

地

域

別

に

共

通

テ

ー

マ

の

①

現

況

報

告

及

び

②

会

員

増

員

施

策

に

つ

い

て

討

議

し

結

論

を

ま

と

め

ま

し

た

。

北

多

摩

地

区

（

１

Gp

）

は

大

野

昭

島

市

会

長

代

行

、

南

・

西

多

摩

地

区

（

２

Gp

）

は

山

口

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

会

長

、

23

区

・

女

性

部

会

・

青

年

部

会

（

３

Gp

）

は

森

世

田

谷

区

事

務

局

長

が

司

会

を

務

め

、

活

発

な

討

議

が

行

わ

れ

た

の

ち

、

１

Gp

は

榎

本

立

川

市

事

務

局

長

、

２

Gp

は

馬

場

あ

き

る

野

市

五

日

市

事

務

局

長

、

３

Gp

は

森

世

田

谷

区

事

務

局

長

が

発

表

者

と

な

り

、

各

テ

ー

マ

に

つ

い

て

具

体

的

に

発

表

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

①

現

況

の

課

題

に

つ

い

て

は

会

員

の

高

齢

化

対

策

が

で

き

て

い

な

い

こ

と

、

②

会

員

増

員

施

策

に

つ

い

て

は

事

業

を

通

じ

会

員

増

勢

を

図

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

こ

と

等

が

参

加

者

の

み

な

さ

ん

の

共

通

認

識

と

な

り

ま

し

た

。

会

議

終

了

後

は

東

京

洋

服

会

館

地

下

１

階

の

ト

ー

キ

ョ

ー

ポ

ー

ク

で

懇

親

会

が

実

施

さ

れ

、

活

発

な

意

見

交

換

が

行

な

わ

れ

、

大

変

有

意

義

か

つ

良

い

雰

囲

気

の

中

で

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。

（

東

京

都

事

務

局

）

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

は

、

９

月

３

日

、

陸

上

自

衛

隊

下

志

津

駐

屯

地

高

射

学

校

研

修

に

38

名

の

会

員

が

参

加

し

ま

し

た

。

初

め

に

概

要

説

明

後

、

隊

員

食

堂

で

体

験

喫

食

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

「

下

志

津

駐

屯

地

名

物

メ

ニ

ュ

ー

」

を

堪

能

し

ま

し

た

。

次

に

厚

生

セ

ン

タ

ー

で

魅

力

化

施

策

を

紹

介

い

た

だ

き

、

休

憩

後

、

装

備

品

の

展

示

が

あ

り

ま

し

た

。

装

備

品

は

中

S

A

M

（

03

式

中

距

離

地

対

空

誘

導

弾

）

、

短

S

A

M

（

81

式

短

距

離

地

対

空

誘

導

弾

）

、

W

A

P

C

（

96

式

装

輪

装

甲

車

）

等

で

す

。

。

そ

し

て

87

A

W

（

87

式

自

走

高

射

機

関

砲

）

前

で

記

念

撮

影

後

、

歴

史

あ

る

広

報

史

料

館

を

見

学

し

ま

し

た

。

ま

た

中

学

生

も

参

加

し

同

行

し

た

母

親

と

と

も

に

自

衛

隊

へ

の

関

心

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

の

は

大

き

な

成

果

で

し

た

。

今

回

の

高

射

学

校

研

修

で

は

体

験

喫

食

、

装

備

品

展

示

、

史

料

館

見

学

な

ど

、

身

近

に

自

衛

隊

を

理

解

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

会

員

は

今

後

の

更

な

る

活

動

の

糧

と

な

る

充

実

し

た

１

日

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

笑

顔

で

帰

路

に

つ

き

ま

し

た

。

都

内

事

務

局

長

会

開

催

！

各

地

区

協

会

の

現

況

と

課

題

に

つ

い

て

意

見

交

換

発表する榎本立川市事務局長

発表する馬場五日市事務局長

発表する森世田谷区事務局長

女

性

部

会

高

射

学

校

で

魅

力

あ

る

体

験

ツ

ア

ー

実

施

❤

隊員と笑顔でハイ！ポーズ

未来の自衛官候補生

隊員とともに体験喫食

熱心に概要説明を聞く会員

東

京

都

防

衛

協

会

副

会

長

の

浅

野

敏

雄

様

（

旭

化

成

株

式

会

社

特

別

顧

問

）

の

ご

退

任

に

伴

い

、

後

任

と

し

て

旭

化

成

株

式

会

社

取

締

役

会

長

小

堀

秀

毅

様

が

就

任

（

７

月

１

日

付

）

さ

れ

ま

し

た

。

浅

野

様

の

永

年

に

亘

る

ご

尽

力

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も

に

小

堀

新

副

会

長

の

ご

就

任

を

心

か

ら

歓

迎

申

し

上

げ

ま

す

。

役

員

人

事



師

団

は

６

月

７

日

に

東

富

士

演

習

場

で

実

施

さ

れ

た

令

和

８

年

度

富

士

総

合

火

力

演

習

を

支

援

し

た

。

各

部

隊

は

演

習

実

施

部

隊

へ

の

参

加

、

演

習

統

裁

支

援

及

び

装

備

品

の

差

し

出

し

を

実

施

し

演

習

の

円

滑

な

実

施

に

寄

与

し

た

。

演

習

実

施

部

隊

と

し

て

第

１

普

通

科

連

隊

は

、

１

２

０

㎜

迫

撃

砲

に

よ

る

射

撃

を

実

施

し

、

第

１

偵

察

戦

闘

大

隊

は

16

指

揮

機

動

戦

闘

車

に

よ

る

射

撃

を

実

施

し

た

。

隊

員

は

日

頃

の

練

成

成

果

を

発

揮

し

、

正

確

か

つ

安

全

な

射

撃

を

行

う

こ

と

で

演

習

の

成

功

に

貢

献

し

た

。

ま

た

演

習

統

裁

支

援

と

し

て

第

32

普

通

科

連

隊

は

高

官

対

応

及

び

来

場

者

対

応

を

担

任

し

た

ほ

か

、

第

１

施

設

大

隊

、

第

１

偵

察

戦

闘

大

隊

及

び

第

32

普

通

科

連

隊

は

散

水

支

援

を

実

施

し

た

。

第

１

後

方

支

援

連

隊

は

各

種

輸

送

支

援

を

実

施

し

、

演

習

運

営

を

支

え

た

。師

団

は

各

部

隊

が

そ

れ

ぞ

れ

の

任

務

を

的

確

に

遂

行

す

る

こ

と

で

総

合

火

力

演

習

の

円

滑

な

実

施

に

寄

与

し

、

一

連

の

支

援

任

務

を

完

遂

し

た

。

師

団

は

７

月

５

日

に

実

施

さ

れ

た

令

和

８

年

度

東

京

都

・

江

戸

川

区

総

合

防

災

訓

練

に

参

加

し

た

。

本

訓

練

は

行

政

及

び

各

防

災

機

関

の

実

践

的

な

訓

練

に

よ

る

災

害

対

処

能

力

の

向

上

等

を

目

的

に

江

戸

川

区

平

井

運

動

公

園

等

を

会

場

と

し

て

実

施

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

う

ち

平

井

運

動

公

園

で

実

施

さ

れ

た

訓

練

に

参

加

し

た

第

１

普

通

科

連

隊

を

基

幹

と

す

る

部

隊

は

当

初

、

警

視

庁

及

び

東

京

消

防

庁

等

の

防

災

関

係

機

関

と

の

現

地

調

整

に

お

い

て

、

活

動

区

域

、

役

割

分

担

な

ど

を

綿

密

に

調

整

・

確

認

し

た

後

、

陸

上

自

衛

隊

の

レ

ッ

カ

ー

車

を

使

用

し

た

傷

病

者

の

吊

り

上

げ

救

助

等

の

活

動

を

各

関

係

機

関

と

連

携

し

て

実

施

、

実

災

害

を

想

定

し

た

一

連

の

活

動

を

通

じ

て

、

消

防

・

警

察

等

の

防

災

関

係

機

関

と

の

連

携

要

領

や

調

整

要

領

を

実

践

的

に

検

証

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

ま

た

、

各

機

関

の

特

性

を

活

か

し

た

協

力

体

制

の

重

要

性

を

再

認

識

す

る

こ

と

と

な

っ

た

。

今

後

も

師

団

は

各

関

係

機

関

と

の

連

携

を

一

層

強

化

し

、

地

域

住

民

の

生

命

・

財

産

を

守

る

た

め

、

災

害

対

処

能

力

の

向

上

を

図

っ

て

い

く

。

師

団

は

６

月

４

日

か

ら

８

日

ま

で

の

間

、

予

備

自

衛

官

中

央

訓

練

を

担

任

し

、

成

績

優

秀

な

予

備

自

衛

官

58

名

に

対

し

て

駐

屯

地

警

備

訓

練

を

実

施

し

た

。

今

年

度

は

第

32

普

通

科

連

隊

が

訓

練

招

集

部

隊

を

担

任

し

、

予

備

自

衛

官

の

知

識

及

び

技

能

の

向

上

を

図

る

と

と

も

に

、

常

備

自

衛

官

と

の

連

携

強

化

及

び

任

務

遂

行

能

力

の

向

上

を

目

的

と

し

て

実

施

し

た

。

参

加

し

た

予

備

自

衛

官

は

20

式

小

銃

、

18

式

鉄

帽

及

び

18

式

防

弾

ベ

ス

ト

等

、

常

備

自

衛

官

と

同

様

の

装

備

を

使

用

し

、

ガ

ン

ハ

ン

ド

リ

ン

グ

、

第

一

線

救

護

、

非

拘

束

者

の

取

り

扱

い

、

不

審

者

対

応

及

び

ド

ロ

ー

ン

対

処

の

機

能

別

訓

練

を

ラ

ウ

ン

ド

ロ

ビ

ン

方

式

で

実

施

し

た

。

師

団

は

昨

年

度

に

比

し

機

能

別

訓

練

の

時

間

を

増

加

し

、

段

階

的

か

つ

実

際

的

な

訓

練

を

通

じ

て

識

能

の

向

上

を

図

っ

た

。機

能

別

訓

練

に

引

き

続

き

実

施

し

た

総

合

訓

練

で

は

、

常

備

・

予

備

自

混

成

に

よ

る

警

備

部

隊

を

編

成

、

駐

屯

地

警

備

を

想

定

し

た

連

続

状

況

下

で

各

種

事

態

に

対

処

し

、

常

備

・

予

備

自

一

体

と

な

っ

て

連

携

し

な

が

ら

任

務

遂

行

能

力

の

向

上

を

図

っ

た

。

ま

た

総

合

訓

練

に

は

陸

上

幕

僚

長

が

視

察

に

訪

れ

、

訓

練

参

加

者

が

高

い

練

度

で

訓

練

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

を

極

め

て

高

く

評

価

す

る

と

と

も

に

、

更

な

る

識

能

向

上

に

期

待

を

寄

せ

た

。

第

１

師

団

司

令

部

広

報

班

私私私私たたたたちちちちのののの誇誇誇誇りりりり

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

）

は

７

月

15

日

、

令

和

８

年

度

自

衛

隊

統

合

防

災

演

習

（

０

８

Ｊ

Ｘ

Ｒ

）

に

伴

い

、

４

個

地

区

隊

と

募

集

課

合

同

に

よ

る

机

上

演

習

を

実

施

し

た

。

当

日

は

、

東

京

地

本

の

協

力

団

体

の

役

員

16

名

も

参

加

し

た

。

演

習

は

、

最

大

震

度

７

の

南

海

ト

ラ

フ

地

震

が

発

生

し

た

際

の

初

動

対

応

、

採

用

試

験

業

務

や

入

隊

・

入

校

業

務

、

広

報

業

務

等

の

継

続

ま

た

は

延

期

・

中

止

に

関

す

る

指

揮

幕

僚

活

動

に

つ

い

て

演

練

し

た

。

各

地

区

隊

は

広

報

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

中

の

と

こ

ろ

地

震

が

発

生

、

イ

ベ

ン

ト

を

継

続

す

る

の

か

中

止

す

る

の

か

、

決

心

の

た

め

の

判

断

材

料

（

情

報

）

は

何

か

、

如

何

に

収

集

・

報

告

す

る

の

か

、

ま

た

、

発

災

１

週

間

後

に

ひ

か

え

る

着

隊

業

務

に

お

い

て

は

、

入

隊

・

入

校

す

る

教

育

隊

・

学

校

の

受

け

入

れ

態

勢

の

確

認

要

領

や

移

動

手

段

、

道

路

・

空

路

等

イ

ン

フ

ラ

状

況

の

確

認

や

報

告

要

領

、

入

校

・

入

校

予

定

者

に

対

す

る

説

明

内

容

や

伝

達

要

領

な

ど

に

つ

い

て

活

発

に

意

見

を

出

し

合

っ

た

。

さ

ら

に

は

、

採

用

試

験

の

際

に

実

施

す

る

身

体

検

査

で

は

、

判

定

医

官

が

災

害

派

遣

活

動

に

従

事

し

身

体

検

査

の

支

援

が

困

難

と

の

状

況

付

与

に

対

し

、

医

師

免

許

を

保

有

す

る

予

備

自

衛

官

が

判

定

医

官

と

し

て

勤

務

で

き

る

よ

う

に

な

ら

な

い

か

な

ど

、

意

見

提

出

を

求

め

る

声

が

あ

が

っ

た

。

如

何

な

る

場

合

に

お

い

て

も

、

募

集

対

象

者

を

第

一

に

考

え

行

動

す

る

こ

と

が

重

要

と

の

認

識

を

改

め

て

共

有

し

た

。

協

力

団

体

の

方

々

か

ら

は

、

「

不

測

事

態

に

際

し

、

協

力

で

き

る

こ

と

が

あ

れ

ば

協

力

し

た

い

」

と

心

強

い

ご

意

見

を

い

た

だ

い

た

。

東

京

地

本

は

、

本

演

習

で

得

た

教

訓

を

今

後

の

募

集

・

採

用

業

務

に

反

映

す

る

と

と

も

に

、

各

種

訓

練

等

の

好

機

を

と

ら

え

、

各

協

力

団

体

の

協

力

を

得

つ

つ

業

務

継

続

能

力

の

向

上

を

図

っ

て

い

く

。

東

京

地

方

協

力

本

部

（

本

部

長

鹿

子

島

陸

将

補

）

は

、

令

和

８

年

４

月

か

ら

毎

月

１

回

を

基

準

に

現

役

自

衛

官

と

学

生

、

保

護

者

を

対

象

と

し

た

ト

ー

ク

イ

ベ

ン

ト

を

企

画

・

開

催

し

て

い

る

。

５

月

の

イ

ベ

ン

ト

は

、

民

間

企

業

と

自

衛

隊

と

の

比

較

、

自

衛

官

の

魅

力

、

キ

ャ

リ

ア

パ

ス

な

ど

自

衛

隊

の

実

情

を

現

役

自

衛

官

か

ら

直

接

聞

く

こ

と

に

よ

っ

て

不

安

を

払

拭

し

、

自

衛

隊

を

身

近

に

感

じ

て

も

ら

う

こ

と

に

よ

り

志

願

に

繋

げ

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

特

に

４

月

、

５

月

は

、

幹

部

自

衛

官

の

キ

ャ

リ

ア

に

焦

点

を

お

き

、

一

般

大

卒

の

中

堅

・

若

手

幹

部

や

サ

イ

バ

ー

・

電

磁

波

分

野

の

現

役

幹

部

自

衛

官

を

リ

ク

ル

ー

タ

と

し

て

招

へ

い

す

る

と

と

も

に

、

民

間

の

サ

イ

バ

ー

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

企

業

の

協

力

・

出

演

を

い

た

だ

き

、

本

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

た

。

５

月

23

日

（

土

）

は

第

２

部

に

お

い

て

、

「

Ｃ

Ｔ

Ｆ

の

先

に

あ

る

『

実

戦

』

」

と

題

し

、

サ

イ

バ

ー

・

電

磁

波

分

野

に

興

味

の

あ

る

学

生

が

参

加

し

た

。

現

在

の

ス

キ

ル

が

自

衛

隊

で

通

用

す

る

の

か

、

実

際

の

勤

務

内

容

や

、

自

己

の

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

の

た

め

の

フ

ォ

ロ

ー

制

度

、

携

わ

る

メ

リ

ッ

ト

な

ど

サ

イ

バ

ー

・

電

磁

波

部

隊

の

部

隊

長

等

な

ど

か

ら

丁

寧

な

説

明

が

あ

り

、

学

生

は

メ

モ

を

取

り

な

が

ら

積

極

的

に

質

問

を

す

る

姿

が

み

ら

れ

終

始

真

剣

な

眼

差

し

で

あ

っ

た

。

参

加

し

た

学

生

か

ら

は

、

「

話

は

難

し

か

っ

た

が

自

分

が

学

ん

だ

こ

と

が

国

民

や

大

切

な

人

の

安

心

安

全

な

生

活

に

活

か

せ

る

と

感

じ

た

」

「

身

近

な

Ｉ

Ｔ

技

術

が

軍

事

分

野

に

使

わ

れ

て

い

る

こ

と

に

驚

い

た

」

「

直

接

、

幹

部

や

民

間

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

企

業

の

方

と

話

せ

て

よ

か

っ

た

」

と

の

声

が

聴

か

れ

、

自

衛

隊

へ

の

志

願

を

前

向

き

に

考

え

ま

す

と

い

う

コ

メ

ン

ト

も

あ

っ

た

。東

京

地

本

で

は

、

今

後

も

さ

ま

ざ

ま

な

イ

ベ

ン

ト

を

企

画

し

、

『

自

衛

官

』

と

い

う

仕

事

の

幅

広

い

職

域

や

魅

力

を

伝

え

志

し

て

も

ら

え

る

よ

う

、

真

摯

に

広

報

活

動

を

行

っ

て

い

く

。

東

京

地

本

渉

外

広

報

班

第１師団 富

士

総

合

火

力

演

習

を

支

援

MCVの射撃（１偵戦大）

東

京

都

・

江

戸

川

区

合

同

総

合

防

災

訓

練

多

摩

市

防

衛

協

会

は

、

地

域

の

皆

様

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

の

活

動

を

よ

り

身

近

に

感

じ

て

い

た

だ

く

こ

と

を

目

指

し

、

会

員

相

互

の

親

睦

と

研

鑽

を

重

ね

て

い

ま

す

。

総

会

や

定

期

的

な

理

事

会

で

は

、

活

動

方

針

に

つ

い

て

協

議

す

る

と

と

も

に

、

懇

親

の

場

を

設

け

、

情

報

・

意

見

交

換

を

通

じ

て

会

員

間

の

連

携

を

深

め

て

い

ま

す

。

令

和

７

年

度

に

は

、

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

に

お

い

て

部

隊

研

修

を

実

施

し

、

基

地

の

概

要

や

任

務

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

ま

し

た

。

ま

た

、

航

空

中

央

音

楽

隊

の

演

奏

を

間

近

で

拝

聴

す

る

機

会

に

も

恵

ま

れ

、

そ

の

高

い

技

量

と

迫

力

あ

る

演

奏

に

、

参

加

者

一

同

深

い

感

銘

を

受

け

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

地

元

多

摩

市

の

祭

り

に

出

店

し

、

地

域

の

皆

様

へ

の

広

報

活

動

に

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

会

場

で

は

幅

広

い

世

代

の

方

々

と

交

流

し

、

当

協

会

や

自

衛

隊

の

活

動

を

知

っ

て

い

た

だ

く

機

会

と

な

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

地

域

に

根

差

し

た

活

動

を

大

切

に

し

な

が

ら

、

防

衛

意

識

の

普

及

と

自

衛

隊

へ

の

理

解

促

進

に

努

め

、

地

域

と

自

衛

隊

を

結

ぶ

架

け

橋

と

し

て

歩

ん

で

ま

い

り

ま

す

。

事

務

局

長

大

島

吉

貴

東

村

山

市

防

衛

協

会

は

、

６

月

13

日

、

令

和

8

年

度

総

会

を

東

村

山

市

市

民

セ

ン

タ

ー

に

て

開

催

し

た

。

総

会

で

は

、

令

和

７

年

度

事

業

報

告

、

決

算

報

告

及

び

令

和

８

年

度

事

業

計

画

及

び

予

算

案

が

執

行

部

か

ら

示

め

さ

れ

承

認

さ

れ

た

。

令

和

８

年

度

事

業

で

は

、

昨

年

に

引

き

続

き

産

業

ま

つ

り

へ

の

出

店

に

よ

る

自

衛

隊

の

ア

ピ

ー

ル

や

府

中

基

地

研

修

等

、

会

員

へ

の

自

衛

隊

イ

ベ

ン

ト

へ

の

案

内

を

強

化

す

る

等

事

業

方

針

を

示

し

た

。

総

会

終

了

後

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

鬼

頭

常

任

理

事

を

お

招

き

し

、

防

衛

講

話

を

開

催

し

た

。

講

演

終

了

後

は

、

懇

親

会

を

開

催

し

鬼

頭

常

任

理

事

と

の

親

睦

を

深

め

た

。

会

長

古

賀

新

一

郎

渋

谷

区

防

衛

協

会

で

は

総

会

を

渋

谷

宮

益

坂

に

有

り

ま

す

、

東

京

地

本

の

渋

谷

募

集

案

内

所

（

渋

谷

J

L

O

U

N

G

E

）

に

て

吉

田

理

事

長

に

も

ご

参

加

頂

き

、

会

員

17

名

出

席

で

行

い

ま

し

た

。

総

会

に

先

立

ち

所

長

に

J

L

O

U

N

G

E

の

成

立

ち

、

代

々

木

募

集

案

内

所

、

五

反

田

募

集

案

内

所

の

合

体

、

現

在

の

此

処

で

の

活

動

な

ど

説

明

を

壁

面

モ

ニ

タ

ー

な

ど

で

頂

き

ま

し

た

。

総

会

で

は

、

事

業

報

告

、

会

計

報

告

、

予

算

等

全

員

の

賛

成

を

受

け

無

事

通

過

し

ま

し

た

。

丸

川

衆

議

院

議

員

が

激

励

の

顔

出

し

に

来

て

頂

き

J

L

O

U

N

G

E

初

め

て

と

の

事

で

お

知

ら

せ

し

て

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

総

会

終

了

後

、

渋

谷

の

「

角

二

丸

」

に

て

懇

親

会

を

行

い

「

本

年

も

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

」

と

祝

杯

を

行

い

ま

し

た

。自

衛

隊

、

東

京

都

防

衛

協

会

、

地

本

の

事

業

協

力

、

行

事

参

加

、

講

演

会

を

活

動

の

中

心

と

し

て

行

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

他

の

区

の

防

衛

協

会

と

も

連

携

が

取

れ

た

ら

良

い

と

考

え

て

ま

す

。

本

年

も

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

会

長

近

藤

彰

敏

地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー

傷病者を吊り上げ救助

予

備

自

中

央

訓

練

を

実

施

重迫射撃（１普連）

倒壊家屋における救助活動

デモ隊へ対応する予備自衛官
負傷者の処置をする技能予備自衛官

東京地本

０

８

J

X

R

機

能

別

（

募

集

）

机

上

演

習

を

実

施

ト

ー

ク

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

多

摩

市

東

村

山

市

東村山市防衛協会総会

渋

谷

区

所長の説明を受ける会員

航空自衛隊府中基地研修


